
第１１期

 貸　 借　 対　 照　 表

（２０２２年３月３１日現在）

旭化成不動産コミュニティ株式会社

科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

円 円

（　資　産　の　部　） 　（　負　債　の　部　）　 ( 145,863,994 )

  流　動　資　産 419,707,304   流　動　負　債

現 金 及 び 預 金 3,508,383 未 払 費 用 73,136,901

営 業 未 収 入 金 2,456,842 未払住民税及び事業税 17,753,944

前 払 費 用 1,164,119 未 払 消 費 税 11,937,600

立 替 金 33,609,463 預 り 金 21,699,549

短 期 貸 付 金 378,968,497 賞 与 引 当 金 21,336,000

  固　定　資　産 14,431,003 　（　純 資 産 の 部　）　 ( 288,274,313 ）

3,601,600 　株　主　資　本 288,274,313

ソ フ ト ウ ェ ア 3,601,600 資　　本　　金 200,000,000

利 益 剰 余 金 88,274,313

繰 越 利 益 剰 余 金 88,274,313

10,829,403 （ う ち 、 当 期 純 利 益 ） （ 28,707,465 ）

差 入 保 証 金 2,310,000

繰 延 税 金 資 産 8,519,403

資　産　合　計 434,138,307 負 債 ・ 純 資 産 合 計 434,138,307

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産



第１１期

 個 別 注 記 表 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リース資産を除く）･････定額法

（２）無形固定資産（リース資産は除く）･････ソフトウェア（自社利用）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

                                          その他の無形固定資産は定額法

（３）リース資産･････所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

                     リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

                     なお、リ-ス物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引の内、

                     リース取引開始日が企業会計基準第１３号「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開始前のリース取引に

                     ついては通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

２．引当金の計上基準

（１）賞与引当金･････賞与の支給に充てるため、当期に負担すべき支給見込額を計上している

３．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

（１）消費税等の会計処理方法            消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。

（２）連結納税制度の適用                連結納税制度を適用している。

（３）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

　　　当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創設されたグループ通算制度への移行

　　及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグルー

　　プ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号）第３項の取扱いにより、「税効果

　　会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針28号）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負

　　債の額について、改正前の税法の規定に基づいている。

４．収益及び費用の計上基準

　当社は、分譲マンションの管理業務を主な事業としている。

　当社とマンション管理組合との間で締結した管理業務委託契約で取り決めた業務委託料を収益と認識し、その委託業務にかかる

原価を売上原価として認識している。

（会計方針の変更に関する注記)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当事業年度の

期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる

金額で収益を認識することとした。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第34項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っているが、繰越利益

剰余金の期首残高へ与える影響はない。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当事業年度の

期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとした。

　これによる、計算書類への影響はない。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

１．当該事業年度の末日における発行済み株式の総数             普通株式･･････４０００株

（関連当事者との取引に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項なし。

（収益認識に関する注記）

　収益を理解するための基礎となる情報は、（重要な会計方針に係る事項に関する注記）の「４．収益及び費用の計上基準」に

記載の通りである。

関連会社 旭化成（株） 100% 短期貸付金 379

属性 会社名 議決権等の所有割合 勘定科目
期末残高
（百万円）

 


